
　
９
人
の
部
員
は
ほ
と
ん

ど
が
茶
道
未
経
験
者
。
部

長
の
普
通
科
３
年
三み

と

で
土
手

魁か
い
ら良
さ
ん（
仙
台
市
立
西

多
賀
中
出
身
）
は
中
学
で

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
だ
っ

た
が
、
親
戚
に
茶
道
の
面

白
さ
を
聞
い
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
高
校
で
は
茶
道

部
に
入
部
。
１
年
生
の
時

は
男
子
部
員
が
１
人
で

「
少
し
寂
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
す
が
、
今
は
１
年
生

に
男
子
が
２
人
い
る
。

　
校
舎
３
階
に
あ
る
和
室

で
火
・
木
・
金
曜
の
放
課

後
に
活
動
。
木
曜
は
裏
千

家
の
北
村
宗
津
先
生
に
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
取
材
日
は
、
毎
年
恒
例

の「
浴
衣
着
付
け
講
習
会
」

を
行
っ
た
。
文
化
祭
で
は

和
装
で
お
点
前
を
す
る
た

め
、
女
子
は
浴
衣
、
男
子

は
袴
の
着
付
け
を
外
部
講

師
に
教
わ
っ
た
。
顧
問
の

早
坂
晴
子
先
生
は「
帯
の

結
び
方
ま
で
習
得
で
き
ま

す
。
花
火
大
会
な
ど
に
遊

び
に
行
く
際
、
講
習
会
で

学
ん
だ
着
付
け
を
実
践
し

て
い
る
女
子
部
員
も
多
い

よ
う
で
す
」
と
話
す
。

　
茶
道
部
は
代
「々
気
配

り
、
気
働
き
」
の
精
神
を

大
切
に
活
動
し
、
行
事
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
5
月
の「
歓
迎
茶

会
」
で
は
新
任
の
先
生
に

抹
茶
を
振
る
舞
い
、
秋
の

文
化
祭「
向
陵
祭
」
で
は

お
茶
会
を
実
施
。
12
月

に
行
わ
れ
る「
送
別
茶
会
」

は
３
年
生
部
員
を
送
る
恒

例
行
事
だ
。

　
学
外
の
人
と
交
流
で
き

る
機
会
も
あ
る
。
６
月

に
仙
台
市
向
山
児
童
館

で「
お
茶
会
体
験
」
を
開

き
、
小
学
１
、２
年
生
に

抹
茶
と
菓
子
を
振
る
舞
い

茶
道
の
魅
力
を
伝
え
て
い

る
。
三
土
手
さ
ん
は「
小

学
生
に
抹
茶
を
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
か
不
安
で
し

た
が
、『
お
い
し
い
』
と

飲
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
が
興
味
を
持
っ
て
く

れ
そ
う
な
お
茶
菓
子
を
選

び
、
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

10
月
に
は
裏
千
家
が
主

催
す
る「
児
童・
生
徒・
学

生
茶
会
」
に
代
表
部
員
が

参
加
。
日
頃
の
稽
古
の
成

果
を
披
露
す
る
貴
重
な
機

会
に
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
４
年
秋
に
は
初

め
て
、
町
内
会
の
サ
ロ
ン

活
動
に
参
加
。
高
齢
者
が

作
陶
し
た
器
で
、
部
員
た

ち
が
点
て
た
抹
茶
を
楽
し

ん
で
も
ら
っ
た
。
三
土
手

さ
ん
は「
地
域
の
人
と
つ

な
が
り
を
持
ち
、
茶
道
で

大
切
に
し
て
い
る
奉
仕
の

心
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
早
坂
先
生
は「
お
い
し

い
抹
茶
と
和
菓
子
を
味
わ

い
な
が
ら
和
の
文
化
に
触

れ
ら
れ
ま
す
。
学
外
の
方

と
連
携
で
き
る
機
会
も
あ

り
、
興
味
を
広
げ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
」
と
語
る
。

　
一
般
的
に
高
校
の
吹
奏

楽
部
は
中
学
時
代
か
ら
の

経
験
者
が
多
数
を
占
め
る

中
、
佐
沼
高
の
吹
奏
楽
部

は
経
験
者
が
６
割
程
度
。

そ
れ
で
も
地
道
な
努
力
で

近
年
は
め
き
め
き
と
技
術

を
高
め
て
い
き
、「
宮
城

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予

選
」
登
米・
本
吉
地
区
大

会
で
は
金
賞
の
常
連
で
、

宮
城
県
大
会
で
も
入
賞
を

果
た
し
て
い
る
。

　
２
０
２
５
年
度
は
44
人

が
在
籍
。
中
学
ま
で
は

野
球
や
テ
ニ
ス
、
卓
球
と

い
っ
た
運
動
部
に
所
属

し
、
楽
器
を
手
に
す
る
の

は
初
め
て
と
い
う
初
心
者

も
い
る
。
部
長
の
３
年
佐

藤
陽
菜
さ
ん（
栗
原
市
立

若
柳
中
出
身
）
は
小
学
生

時
代
に
金
管
バ
ン
ド
に
所

属
し
、
中
学
生
時
代
は
吹

奏
楽
部
で
フ
ル
ー
ト
を
担

当
す
る
な
ど
、
部
内
で
も

豊
富
な
音
楽
経
験
者
。「
部

員
は
皆
明
る
く
、
部
全
体

の
雰
囲
気
が
と
て
も
良
い

で
す
。
楽
し
く
活
動
で
き

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
然

と
技
術
を
高
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
る
。

25
年
度
の
部
の
モ
ッ

ト
ー
は「
勇
往
邁ま

い
し
ん進
〜
廉

潔
な
精
神　
心
通
う
音
楽

〜
」。
佐
藤
さ
ん
は「
良
い

音
を
生
み
出
す
た
め
に
、

部
員
１
人
１
人
が
考
え
な

が
ら
音
楽
に
集
中
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　
練
習
は
基
本
的
に
週
６

日
で
、
平
日
の
放
課
後
、

土・
日
曜
の
い
ず
れ
か
に

実
施
し
て
い
る
。
顧
問
の

石
郷
岡
信
成
先
生
に
指
導

を
受
け
、
外
部
の
プ
ロ
に

教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

る
。
部
員
の
自
主
性
も
大

切
に
し
、
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
が
他
の
部
員
を
引
っ

張
り
な
が
ら
各
教
室
で
練

習
に
専
念
。
音
楽
室
で
合

奏
し
、
全
体
の
音
を
確
か

め
て
い
る
。
授
業
前
の
朝

も
、
練
習
に
励
む
部
員
も

い
る
。

　

演
奏
の
機
会
は
入
学

式
、
新
入
生
歓
迎
会
、
文

化
祭「
佐
高
祭
」
と
い
っ

た
学
内
の
行
事
に
加
え
、

「
佐
沼
夏
祭
り
」「
と
よ
ま

明
治
村
夏
祭
り
」「
は
さ

ま
芸
術
祭
」「
な
か
だ
の

秋
ま
つ
り
」
な
ど
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
。
コ

ン
テ
ス
ト
や
大
会
に
積
極

的
に
出
場
し
、
24
年
度
は

「
第
58
回
宮
城
県
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
金

管
六
重
奏
で
銅
賞
を
獲

得
。
本
年
度
の「
第
68
回

宮
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」
高
等
学
校
小
編
成
の

部
で
は
見
事
金
賞
を
獲
得

し
、
部
と
し
て
44
年
ぶ
り

に
東
北
大
会
へ
の
進
出
を

決
め
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は「
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
多
く
の
人

に
聴
い
て
も
ら
え
、
張
り

合
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
に
っ
こ
り
。

　
佐
沼
高
は
大
学
進
学
を

希
望
す
る
生
徒
が
多
い
。

石
郷
岡
先
生
は「
勉
強
も

部
活
動
も
大
切
。
部
員
た

ち
は
限
ら
れ
た
時
間
に
集

中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
語
る
。

着
付
け
に
挑
戦

着
付
け
に
挑
戦

雰
囲
気
明
る
く

雰
囲
気
明
る
く

集
中
し
て
練
習

集
中
し
て
練
習

お
点
前
通
じ
奉
仕
の
心
磨
く

仙
台
向
山
高  

茶
道
部

自分たちで浴衣や袴の着付けをして笑顔の部員

お茶会体験では小学生に日本の伝統文化の魅力を紹介吹奏楽部は文化部の中でも部員数が多い

外部講師を招いた浴衣着付け講習会石郷岡先生の指揮をで合奏練習

地
域
の
催
し
積
極
的
に
出
演

部員たちの活動の様子はインスタグラムなどでも発信中だ

地
域
と
も
交
流

地
域
と
も
交
流

佐
沼
高  

吹
奏
楽
部

　種類も個性もさまざまな高校の部活動。仙
台向山高（太白区）茶道部と、佐沼高（登米市）
吹奏楽部を訪ね、それぞれの魅力的な活動に
ついて教えてもらった。

佐沼高 検索

登米市迫町佐沼末広1
℡0220-22-2022

佐沼高
（普通科）

仙台向山高 検索

太白区八木山緑町1-1
℡022-262-4130

仙台向山高
（普通科、理数科）


